
準
優
勝
!!

第
31
回
和
歌
山
県
消
防
操
法
大
会

湯
浅
町
消
防
団

第
５
分
団（
田
地
区
）

７
月
26
日
㊐
、
和
歌
山
県
消

防
学
校
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
の

扱
い
や
放
水
の
迅
速
性
・
正
確

性
・
安
全
性
を
競
う
、
第
31
回

和
歌
山
県
消
防
操
法
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
有
田

郡
を
代
表
し
て
、湯
浅
町
消
防
団

第
５
分
団（
田
地
区
）が
出
場
し
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
大
会
に

向
け
５
月
下
旬
か
ら
週
３
回
、

平
日
の
仕
事
終
わ
り
に
訓
練
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
を
通
し
て
高
め

た
技
術
を
町
民
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に
生
か
す
べ
く
、
今
後

も
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

P４…………わくチャレ

P７…………第50回湯浅まつりのご案内/敬老会のご案内

P８…………青少年育成大会のご案内/白みそづくり体験教室のご案内

P10…………令和９年度園児募集

P14…………おしらせ

P19…………町民カレンダー/湯浅氏と湯浅町
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消
防
団
と
は
、
消
防
組
織
法
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に

設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
の
こ
と
で

す
。
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
や
非

常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着

し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

火
災
や
災
害
等
が
発
生
し
た
際

に
は
即
座
に
出
動
し
、
消
火
活
動

や
災
害
対
応
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
地
域
を
愛
す
る
住

民
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
お
り
、
普

段
は
別
々
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

町
の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
活
動

す
る
頼
れ
る
人
た
ち
の
集
ま
っ
た

組
織
が
消
防
団
な
の
で
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、「
自
ら
の

地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
思

い
の
も
と
活
動
し
、
地
域
住
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
。

湯
浅
町
消
防
団
で
は
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
湯
浅

町
を
守
る
『
ヒ
ー
ロ
ー
』
に
な
り

ま
せ
ん
か
？

 消防団の活動 
　消防団は、災害時だけでなく、
イベントや訓練等に参加し、地
域のために日々活動しています。

▲出初式での一斉放水

▲町内一斉地震・津波避難訓練への参加

あなたの力が、地域を守る。消
防
団
員
募
集
中

問  総務課 地域防災係 ⑯番窓口  ℡64-1108

 入団の資格 
●湯浅町に居住または勤務
　している 18 歳以上の方
●心身ともに健康な方
※欠格事項もあります。
　詳しくはお問い合わせください。

〔令和８年８月１日時点〕

現在人数� ２０１名
（条例定数）� ２３７名
分 団 数� １０分団
消防車両� １６台

 消防団員の待遇
　●報酬
　　年額報酬		  36,500 円～
　　（階級により異なります。）
　　出動報酬		  4,000 円～
　　（出動時間により異なります。）
　　訓練報酬		  2,500 円
　●その他
　　退職金		  200,000 円～
　　（５年以上勤続の場合のみ）
　　（階級・勤続年数により異なります。）
　　公務災害補償等
　　　活動中のケガに対する補償や疾病
　　　に関する見舞金等もあります。

 湯浅町消防団のいま

3 令和８年９月


